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    事 務 所 通 信 

緑のカーテン対策で始めた朝顔やきゅうりなどのつるが、夏の空に向 

かって元気よく伸びています。 

暑い日がつづいていますが、お元気にお過ごしですか。 

 東日本大震災から５ヶ月が経ち、人々が復興に向け、少しづつ歩み始め

てきました。 

そんな中で、サッカー女子日本代表の大活躍は、日本全体が、おおいに

盛り上がり、感動しました。あきらめない気持ち、粘り強さ、最高の笑顔、

とてもいい刺激をもらいました。本当によかったと思います。 

さて、今回の事務所通信は２年前に続き「相続特集」をお届けしようと

思います。“またか”と思われる方もいらっしゃるかもしれませんが、 

それだけ大切なことと思いますので、御一読いただき、私達をはじめ、次

の世代も困らない財産承継を考えていただけたらと思います。 
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❀相続の基礎について❀ 
 

１．相続とは・・・ 
 

あるひとの死亡をきっかけに、その人が所有していた財産や権利、法

的地位などを、家族等の特定の人が受け継ぐこと。 

 

死亡 

 普通死亡・・・病気・ケガ等により死亡する。 

 失踪宣告・・・普通失踪：生死不明 ７年 

        特別失踪：生死不明 １年 

  いずれも家庭裁判所に申立する。 

 認定死亡・・・市町村に申立てをし、市町村が死亡認定する。戸籍の 

記載により死亡が確定する。 

※３．１１の震災では死亡確認に時間がかかりすぎると、弔慰金の支払い

に支障がでるため、認定死亡を利用している。（７月始め、岩手県大槌町で

受付を始めたとの記事がありました。） 

 

 

 

２．相続の順位 
 

 配偶者は必ず相続人になります。 

第①順位 被相続人の直系卑属（子・孫） 代襲相続あり 

第②順位 被相続人の直系尊属（親）   代襲相続なし 

第③順位 被相続人の兄弟姉妹      代襲相続あり 

 

※代襲相続とは、相続すべき子供が、被相続人より先に亡くなった場合、

孫にあたる人が代わって相続を受けることを言います。 

 

３．相続分 
 

上記第①順位 は、配偶者２分の１、直系卑属２分の１ 

上記第②順位 は、配偶者３分の２、直系尊属３分の１ 

上記第③順位 は、配偶者４分の３、兄弟姉妹４分の１ 

 

 

 

❀遺言とは❀ 
 

 遺言をおすすめすると“遺言なんて縁起でもない”と嫌がる方がいます。 

遺言と似た言葉に“遺書”があります。 
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遺書は死ぬことを前提に記すもので、遺言とはまったく異なります。 

遺言は、死ぬためのものではなく、“安心してその後の人生を送る”ための

ものだと思っています。 

自分の死後、家族が遺産相続でもめないだろうか、お世話になった人に

財産を残したい、等々、思い悩んでしまうこともありますよね。 

遺言を作成することによって解決する悩みもあるはずです。 

 

 

❀遺言を書いたほうがいい人とは❀ 
 

次のような項目に心当たりある方は、遺言作成をお考え下さい。 

 

○ 長男の嫁や孫など、法定相続人以外の人に財産をあげたい 

○ 相続人の中に、財産を残したくない人がいる 

○ お世話になった人に財産を残したい 

○ 身寄りがない 

○ 自分亡き後、ペットの世話をしてほしい 

○ 遺産を寄附したい 

○ 介護が必要な相続人がいる 

○ 遺言で子供を認知したい 

○ 事業・農業を承継させたい人がいる        等々 

 

 

❀遺言書の種類❀ 

自筆証書遺言 

（全文、日付、署名を自分の直筆で自署し、押印する。） 

 

メリット 

費用がかからない。 

いつでも、どこでも書くことができる。 

 

デメリット 

○自分で保管しなければならない。（うまく隠すと見つからない。） 

○誰かが遺言書を発見した場合、遺言書を開封するのに家庭裁判所におい

て“検認”という手続きが必要となる。 

○せっかく書いたものが、書き方によって無効となってしまう場合がある。 
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公正証書遺言 

（公証人に内容を伝えて、それをもとに公証人が作成する。） 

 

メリット 

○安全・安心な遺言（改ざんされる危険がない。） 

○公証役場で保管されるので安心。 

○家庭裁判所において“検認”という手続きが不要。 

 

デメリット 

○費用がかかる。 

○証人２人が必要 

 

佐藤事務所では、ご自分の意思を、もっとも確実に伝えることのできる公

正証書遺言をおすすめいたします。 

 

公正証書遺言が、もっとも確実な遺言といえるのは、公証人に遺言の内

容を述べ、公正証書として作成するので、形式の不備により無効となるこ

ともありません。 

また、原本が公証役場に保管されているので、偽造や紛失の恐れもあり

ません。また、文字を書くことができない方でも作成できます。 

佐藤事務所では、公正証書遺言の作成のお手伝いをさせていただいてお

りますので、お気軽にお問合わせください。 

 

～佐藤事務所での遺言書作成の流れ～ 

 

お客様の財産や相続人の状況を確認します。 

↓ 

お客様と相談しながら、原案を作成します。 

↓ 

事前に公証人と打合せをし、公正証書遺言作成の日程を決めます。 

↓ 

一緒に公証人役場に出向き、公正証書遺言を作成します。 
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❀遺産分割とは❀ 

  遺産分割とは、被相続人の財産を、相続人間で承継者を決める、話し

合いのこと。 

 

  分割方法には、遺言による分割、相続人間の話し合いによる分割、調

停による分割、審判による分割があります。 

 

 

❀遺産分割手続きの流れ❀ 
  通常の相続手続きでは、相続人間の話し合いによる分割がほとんどで

すので、その場合の手続きの流れをご説明します。 

 

１．相続人、相続財産を調査します。 

 

   相続人は誰なのか、被相続人の財産がどのぐらいあるのかを調査し

ます。 

 

   相続人の調査・・・戸籍 等 

   不動産の調査・・・固定資産評価証明書 

   その他の調査・・・通帳・株券 等 

    

２．分け方を決めます。 

   

   被相続人の財産を相続人間で話し合い、承継者を決めます。 

   ※遺言書があれば遺言書を優先しますが、相続人間の話し合いによ

り、遺言書を使用しないこともできます。 

  

３．遺産分割協議書を作成します。 

   

   相続人間で話し合いにより決まった財産の分け方を記載した書類

（遺産分割協議書）を作成し、その書類に相続人全員で署名（自署）

押印（実印）します。 
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 ※遺産分割協議書作成に必要な書類 

   ・被相続人が生まれてから亡くなるまでの戸籍、除籍、改正原戸籍 

   ・被相続人の住民票の除票 

   ・相続人全員の現在戸籍、住民票、印鑑証明書 

 

４．法務局へ申請します。（不動産の場合） 

   

   相続登記の申請書に、作成した遺産分割協議書を添付して、法務局

に申請します。 

   １週間ぐらいで権利書（登記識別情報）ができあがります。 

   ※預貯金は銀行へ届出する。 

 

遺産分割も年々話のつかない例が増えてきています。わからないこと・お

悩みのことがありましたら、ご相談下さい。 

 

 

 

 
 

よしだ・まきのはら寄席 

日時：平成２３年１０月２１日（金） 

時間：午後６：００～ 

場所：吉田町学習ホール 

演者：桂九雀、桂吉坊 

料金：１人 １，５００円 

 

  平成２３年８月吉日 

 

<案内図> 
 

                  〒４２１－０４２１ 

          牧之原市細江３２０３番地２ 
 

司法書士・土地家屋調査士・行政書士 

                佐 藤 寛 事務所 

                 ＴＥＬ０５４８－２２－００６３ 

                 ＦＡＸ０５４８－２２－１４０９ 
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